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被害者支援 ニュース 第19号

皆様、ナスバをご存じですか？ ナスバでは、自動車
事故（以下「事故」という）被害者を『支える』、事故を
『防ぐ』、事故から『守る』の3つの業務を一体的に実
施しています。ここでは、事故の被害者を『支える』ため
のナスバの制度についてご紹介します。

重度後遺障がい者※への支援
（※ここでの「重度後遺障がい者」とは、自動車損害賠償保

障法施行令別表第一に示されている主に神経系統の機能
又は精神に著しい障害が残り生活動作（食事、排泄、入浴、
着脱等）の際に介助が必要となった方となります。）

①介護料の支給
事故により、「脳」、「脊髄」又は「胸腹部臓器」

を損傷し、重度の後遺障害が残り寝たきり状態や
車椅子生活となるなど、日常生活において介護が
必要となった方を対象に介護料の支給を行ってお
ります。（表１参照）。併せて介護料受給者のご家庭
を産業カウンセラーの資格を持った職員等が訪問
して相談を受けたり情報提供を行っています。ま
た、本人や介護者同士が悩みを共有し、情報を交
換できる場となる「交流会」を開催しています。

②療護施設の設置・運営
「脳」を損傷し重度の後遺障害（意識障害）が

残った方を受け入れる専門病院を全国に8箇所（う
ち一箇所は平成28年4月に開業予定）設置・運営
しており、入院期間は最大概ね3年となっています。
（表２参照）

高度先進医療機器による診断を基に治療やリハ
ビリを行うとともに、わずかな患者の状態の変化
をとらえるために一人の看護師が一人の患者を継続
して受け持つプライマリーナーシング方式の看護
により、意識障害からの回復を目指しています。

交通遺児等への支援　
③交通遺児等育成資金無利子貸付

事故により、保護者が死亡又は重い後遺障害を
残すこととなったお子様の健全な育成を図るため、
生活困窮家庭の中学校卒業までの間、無利子貸付
を実施しています。（表３参照）

④友の会活動
交通遺児等家庭の交流の場として「友の会」を

設置し、絵画コンテストの実施や物作り体験、キャ
ンプ等の体験活動を行っています。「友の会」は交
通遺児等家庭であれば誰でも無料で参加すること
ができます。

事故被害者に対して
⑤交通事故被害者ホットライン

事故後の自動車損害賠償責任保険（自賠責保

険）、任意保険への損害賠償請求手続き、示談
交渉、その後の生活など、どこに相談すればよい
か、お困りの方に対して、総合的な電話相談窓口
を設け、地方公共団体をはじめとする各種相談
先の紹介を行っています（ナビダイヤル0570-
000738）。

これらのナスバの支援制度があることやその内容が、
必要としている自動車事故被害者に届いていない状況
がありますので、皆様の周りにナスバの支援制度がお役
に立ちそうな方がいらっしゃいましたら紹介いただける
と幸いです。

詳しくは、
ナスバＨＰ《http://www.nasva.go.jp/sasaeru/》
にてご案内しておりますので、ご参照下さい。
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